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福
田
首
相
の
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
前
首
相
は
、
慰
安
婦
問
題
に
関
し
て
左
記
の
よ
う
な
発
言
・
答
弁
を
し
て
き
た
。

「
（
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
）
今
に
至
っ
て
も
、
こ
の
狭
義
の
強
制
性
に
つ
い
て
は
事
実
を
裏
づ
け
る
も
の
は
出
て
き
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」
（
安
倍
前
首
相
の
発
言
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
六
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
）
・
・
・
答
弁

（
一
）

「
官
憲
が
家
に
押
し
入
っ
て
人
さ
ら
い
の
ご
と
く
連
れ
て
行
く
と
い
う
強
制
性
は
な
か
っ
た
。
」
（
安
倍
前
首
相
の
発
言
、

二
〇
〇
七
年
三
月
五
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
）
・
・
・
答
弁
（
二
）

「
同
日
（
一
九
九
三
年
八
月
四
日
）
の
調
査
結
果
の
発
表
ま
で
に
政
府
が
発
見
し
た
資
料
の
中
に
は
、
軍
や
官
憲
に
よ
る
い

わ
ゆ
る
強
制
連
行
を
直
接
示
す
よ
う
な
記
述
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
（
辻
元
清
美
提
出
・
安
倍
首
相
の

「
慰
安
婦
」
問
題
へ
の
認
識
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
、
二
〇
〇
七
年
三
月
一
六
日
）
・
・
・
答
弁
（
三
）

右
記
の
よ
う
な
発
言
・
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
や
欧
米
諸
国
と
の
関
係
悪
化
を
懸
念
す
る
声
が
国
内
外

か
ら
多
数
あ
が
っ
た
。
米
下
院
は
七
月
三
〇
日
の
本
会
議
で
、
「
慰
安
婦
問
題
」
に
つ
い
て
日
本
政
府
が
歴
史
的
責
任
を
認

め
、
公
式
に
謝
罪
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。
決
議
は
、
「
旧
日
本
軍
が
若
い
女
性
に
性
的
な
奴
隷
状
態
を
強
制
し

一



た
歴
史
的
な
責
任
」
を
日
本
政
府
が
「
明
確
な
形
で
公
式
に
」
認
め
、
日
本
の
首
相
が
謝
罪
声
明
を
出
す
よ
う
求
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
つ
い
て
安
倍
前
首
相
は
「
こ
の
決
議
案
に
つ
い
て
は
事
実
の
誤
認
等
を
含
む
も
の
も
あ
る
と
、

我
々
は
こ
の
よ
う
に
認
識
を
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」
（
二
〇
〇
七
年
三
月
九
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
）
と
答
弁

し
、
辻
元
清
美
提
出
・
「
慰
安
婦
問
題
」
に
つ
い
て
の
米
下
院
決
議
と
安
倍
首
相
の
謝
罪
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
し
て

「
全
体
的
に
言
え
ば
、
特
に
、
慰
安
婦
問
題
に
対
す
る
日
本
政
府
の
取
組
に
対
し
て
正
し
い
理
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

る
。
」
と
す
る
答
弁
書
を
出
し
て
い
る
（
二
〇
〇
七
年
八
月
一
五
日
）
。
・
・
・
答
弁
（
四
）

一
方
、
福
田
首
相
は
、
小
泉
内
閣
の
官
房
長
官
と
し
て
民
主
党
・
岡
崎
ト
ミ
子
議
員
の
「
日
本
軍
が
組
織
的
に
性
的
強
制
を

行
っ
た
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
慰
安
婦
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
軍
の
要
請
を
受
け
た
業
者
が
主
と
し
て
こ
れ
に
当

た
っ
た
が
、
さ
ら
に
、
官
憲
等
が
直
接
こ
れ
に
加
担
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
等
々
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
事
実
は

あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
、

参
議
院
内
閣
委
員
会
）
。
・
・
・
答
弁
（
五
）

今
後
、
福
田
首
相
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
認
識
を
示
す
か
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

二



一

安
倍
前
首
相
に
よ
る
「
軍
や
官
憲
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
強
制
連
行
を
直
接
示
す
よ
う
な
記
述
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
」
と
す

る
答
弁
（
三
）
に
つ
い
て
、
福
田
首
相
は
同
じ
認
識
か
。

二

福
田
首
相
は
、
「
官
憲
等
が
直
接
こ
れ
に
加
担
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
・
・
・
そ
う
い
う
事
実
は
あ
っ
た
」
と
す
る
答
弁

（
五
）
に
つ
い
て
、
い
ま
も
同
じ
認
識
か
。

三

福
田
首
相
は
、
慰
安
婦
の
募
集
な
ど
に
お
い
て
、
安
倍
前
首
相
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
狭
義
の
強
制
性
」
は
な
か
っ
た
、
と

考
え
る
か
。

四

福
田
首
相
は
、
慰
安
婦
の
募
集
な
ど
に
お
い
て
、
安
倍
前
首
相
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
官
憲
が
家
に
乗
り
込
ん
で
人
さ
ら
い

の
よ
う
に
連
れ
て
行
く
よ
う
な
強
制
性
」
は
な
か
っ
た
、
と
考
え
る
か
。

五

福
田
首
相
は
、
米
下
院
か
ら
「
慰
安
婦
問
題
」
に
関
す
る
決
議
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ

て
い
る
か
。

六

福
田
首
相
は
、
米
下
院
の
決
議
に
あ
る
よ
う
に
「
旧
日
本
軍
が
若
い
女
性
に
性
的
な
奴
隷
状
態
を
強
制
し
た
」
こ
と
に
つ

い
て
、
日
本
政
府
に
は
「
歴
史
的
な
責
任
」
が
あ
る
と
考
え
る
か
。
責
任
が
あ
る
、
な
い
で
答
弁
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
う

考
え
る
根
拠
も
併
せ
て
示
さ
れ
た
い
。

三



七

福
田
首
相
は
、
米
下
院
の
決
議
に
対
し
て
日
本
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
す
べ
き
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
米
下
院

の
決
議
に
応
え
て
、
「
旧
日
本
軍
が
若
い
女
性
に
性
的
な
奴
隷
状
態
を
強
制
し
た
歴
史
的
な
責
任
」
に
つ
い
て
公
式
に
謝
罪

す
る
意
志
は
あ
る
か
。

八

安
倍
前
首
相
に
よ
る
「
慰
安
婦
問
題
に
対
す
る
日
本
政
府
の
取
組
に
対
し
て
正
し
い
理
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る

答
弁
（
四
）
に
つ
い
て
、
福
田
首
相
は
同
じ
認
識
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に

「
正
し
い
理
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
考
え
る
か
。

九

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
〇
日
現
在
の
政
治
的
判
断
と
し
て
、
明
確
で
公
式
な
謝
罪
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
河
野
官
房
長
官

談
話
」
を
閣
議
決
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
あ
ら
た
め
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


